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ＮＰＯ法人留学生と語り合う会（RKK）Relalionship andKindnessaretheKings ofPeace

　　　第１０回日本語スピーチ大会

　　　　　　　　日本語指導グループ布津、岩科

　私共ＲＫＫは毎年恒例の日本語スピーチ大会を１１

月２ａ日、かなti_｡-=･

がわ県民センタ　　　　。　。。。。。。

－にて開催Ｌ、　　　　･。'　‾　一　一一-

７０人近くの参　　　　　　－。。　：｡グ

加を得、第１０　　　　‥。　　　　　　　。、

回の節目に相応しい盛会になりました。当日は留学生

７人が自由に自分の思いを発表いたしました。

　今や、世の中はグローバル化して年４国際色が豊か

になり、スピーチ大会では中国、ベトナム、インドネ

シア、モンゴル等の留学生が熱弁をふるいました。

　発表者からはそれぞれ国の風俗、習慣、名所、遺跡

等の発表や日本での生活体験談、そして、一方では国

対国の複雑な問題を抱え、なんとか両国の友好の懸け

椙になりたい旨の発言もあり、その実現を躇わずには

いられません。彼らは遠い祖国を離れて日本に棄て初

めて異文化に触れ、彼らなりに驚き、悩み、苦しみ等

の葛藤を抱えているものの、それをなんとか乗り越え

ようとする、そのポジティブな姿は実に素晴らしいと

思います。今回のスピーチ大会では、発表者と共にそ

のチューターも紹介し、留学生との親密さが伺えまし

た。発表会後は留学生との交流会で懇親を深めました。

　発表の皆さんにはこのスピーチ大会に出場の思い出

として、日本での留学を駱えた時、日本に棄てよかっ

と思ってもらえるように圖ってやみません。また、本

会は神奈jll新聞に報道され、大きな関心を呼びました。

(付記)日本語スピーチ大会発表草稿はＨＰに掲載。

　　　日本語スピーチ大会発表プログラム(２頁)をご参照。

　　　　　The 101h Japanese Speech Contest

　　　　　　　　　　　　　Reported by Futsu and lwashina

　　　　　　　　　　(Japancsc languagc instruction group)

　RKK hcld thcannua]JapancscSpccch Contcst at

KanagawaKenmjn Center on Nov.2yd,2014with almost 70

participants.lt was a very successful contest suitable for its

10'hanniversary. This year，theseven intemational students

from China， vietnam，1ndonesia and Mongol presented their

thought flccly and passionatcly. As globalization procccds，

the nationa]ities of students are diversi印ing year by year.

　Some presenters spoke about thjngs like manners，

customs, sights and remajns in each country and theirlife

experiencein Japan， others rnentioned that though there

Nvere con!plicated issues bctween countries， they hope to

build a bridgc of fricndship for bothcountrics.And wc

can't help wishing that they could make their dreams

come true. Since they left their countries and came to

Japan， they must have gotten cultural shocks and kept

connicts having worries and troubles， However，they

have tried to overcome every difnculty and be positive，

which rcally imprcsscs us･

　ln the contest， wc could sce thc close relationship

bctwccn thc prcscntcrs and thcir tutors whcn thcy werc

introduced together. After the presentations， the partici-

pants including the international students cultivated

friendships with one another at the exchange party.

　We hope that thiscontest beconles a valuable memory

for thc prescntcrs and they can think that it is good to

have come to Japan when they nnish their studies here.

This event was reported in the Kanagawa Shimbun， and

itattractedalotofattention，

　The drafts of all speeches are posted on the RKK

Website｡

　　　　　　　　　　　　　　Translated by Azusa Sugita

お　知　ら　せ

　　　日本語の教え方ブラッシュアップ講習会

日時　　・２月14日（土）13:30～16:30（302号室）

＆会場：　・２月22日（日）9:30～12:30（301号室）

　　　　　　　「かながわ県民センター」内

申込先:e-mail　sakura_tudakei@ybb.ne.Jp（津田まで）

　　　　電話･fax.045-316-5220（岩科まで）

　　　　しやかいきぎょうけんがくかい
　　　　社会一企業見学会

けんがくさき　でんしや　Ｂｕｓ　はくぷつかん
見学先：・電車とバスの博物館

　　　　　　　なかにほんGommunlcatlQn pl白zaかわさき

　　　・NEXCO中日本］ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・ﾌﾟﾗｻ勺¦¦崎

見学日：２０１５年３月４日（水）

しゅうごうぱしょ　でんえんとしせんみやざきだいえきかいさつぐち
集合場所：田園都市線宮崎台駅改札口

しゅうごうじこく　ごぜん　じ　ふん
集合時刻；午前９時４５分まで

詳細はHomePageまたは案内チラシをご参照ください。
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中国　　　横浜国立大学

ベトナム　　関東学院大学

　　　　　　　　ほうせいだいがく
中国　　　　法政大学

ベトナム　　横浜国立大学

ｉｎｄｏｎｅｓｌａ　Ｆｅｒｒｌ５じょがくいんだいがく
インドネシア　フェリス女学院大学

中国　　　　横浜国立大学ＯＢ

モンゴル　　横浜国立大学

にほんちゅうがくせいかつかん　こと日本の留学生活で感じた事

日本の生活

もいきかｳせいかすす　　　まち地域活性化の進んでいる町の

　　　　しさつ　　　　秘んそう　　　　視察についての感想

ベトナムのお正月

バリのお正月

にっちゆうぷんかちが
日中文化の違い

　　　　りゅうがくまな日本の留学で学んだこと

　こころ　　わ　　あ「心から分かりきえるには…」

　　　　　　　　　　　Lugl　lshsg　S c lsarsr　G●「s●ns　F●〃rl一巳よが（いん包いがく　　　　　　　　　　　ルカタベアシェーフアー（ドイツ、フコ=リス女学院大学）

　私liドイツ人だから、文化と徹宵が追って、はっきり言いすぎるところが沢山ある。

ｌ・ｒｉ・１ない　　　　　　　　　　　　　　め　み　　LIで　●　　!･t･じヨーロッパ内でもそうかもしれないが、ドイツ人の目で見ると1目手の気為ちを大事に

ｕたいからこそ麹貼な狛iを極わないｰ･はっきり輪iを言う。禍えぱ、ある11、ドイ

ツで日本人の友達３人とー赫に貿綸に行って、服が似合うかどうか聞かれた。着てい

る服が全然似合わなかったからもちろん「似合わないな」と答えた。それを聞いたら、

３人が哭貨で賛いIMめて、「ルカちやんって、なんでもはっきり言うんだね」と言った。はっきり言いすぎ

る？そんなことは靭めて6った。4まではっきり言いすぎることに麦がつかなかったから謐就した。ただそ

　゛1.｀　゜゛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛｀“゛　　　　　　　　゛’“のi4のﾇa4を伝えたかった。似合わないからきちんと伝えたかったのに勘違いされた。そのあと友達同士で

も日本人と話すなら、もっと言葉に気をつけなければならないと思い始めたけれども、どうやったら私の気

持ちをきちんと伝えられるかはまだ分からない。

　また、曖昧な言葉の中にドイツ人が非常に間違えやすい表現がある。それは相づちを打つということです。

ドイツでは失礼なことになる。1目手が話している途中は貼対話してはいけない。日本人からドイツ人の話を

1いたら鮪がいつ話をしていいのか分からなくなると言われたこともある。梱づちなどは日本人にとってた

いしたことがないかもしれないけれども、ドイツ人にとっては中々曖昧なことだ。

　はっきり言いすぎるところがあるけれども、それはただ柾格の違いだと思っていた。文化と言葉にも関係

があるということを゛竃‘えなかった。輸竃をはっきり言わないことはもう分かったのに、岫iが・きなくt。

　　　　　　　　　　　　aこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふか　いａ　　　かんよくわからない気持ちが残っている。それでも、文化の違いだけでなく、もっと深い意味があると感じた。

曖昧な言葉を使うというのは、相手を傷つけないように優しい言葉を使って、はっきりしないこと？、はっ

きり荷でも言うことは良いことか良くないことか、ずっと考え続けていた。それは日本人同士では当たり前

　　みなまも　　　「ｌｌ●　　　　　　くに　　　ひとで、崔が守っているルールだけれど、違う国から粂た人にとって、はっきりしないことはまた違う意味があ

るのではないか？〔原文のまま〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-２－



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りゆ弓がく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本に留学して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朱楓（中国、横浜市立大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よね£まえ　こまつ（うこ弓　ともだちい9し　名から　あ　　ともり　1･aぎねL　L91　日本へ粂てもう四年になります。四年前、小松空港から友達と一繕に力を合わせて荷物を金沢市の家まで

搬誕してきた情景はまるで昨日のように思いｉされます。当時、金沢の大学で勉強をして、高い輛価、孤

独感、ホームシック、日本語の勉強、アルバイト橿しなどいろいろ大変でした。しかし、今振り返ってみる

と、荷事にもかえがたい、良い経験をしたと思っています。

　　　　　　　　壱つ曹ょう　曼　こdまま　　　　こliiLljQ一いが（　だL･がくいんにSうかく　　　　ifんざい　　　　こくきい　金沢の大学を卒業した樋、樋浜に条て、樋浜市立大学の大学院に入学しました。現在、大学院で国際マ

･●lllIIlltけんき●il･　　　　　　　L･5L弓んぷん　こはまL　名1･き♭ｒ●門d　ga1●hlll　●lad1　　　　名●iLんネジメント研究科で勉強しています。修士論文は樋浜市の地域ブランド「ヨコハマ・グッズ○０１」を中心

　　　　　liんき１１　　　　　　　　　ｄｓｔａ　１　　　　　　　　きSよl鰹｀もゐ　　ｌｎｔｓｒｉｉｇｌ　おこなとして、研究しています。修士論文のデータを取るために、いろいろな企業をM間し、インタビューを行っ

ていますが、非舅に面白い経験をしています。来年の３月に卒業して長い日本での留学生活が終わります。

ａ　嗇も名　　　なり　　鮎も　で　むね
嬉しい気持とともに懐かしい思い出で胸がいっぱいです。

　この長い間に、大学での勉学、多くの人と付き合っていく中での体験、耳に入ってくる袖報からの学習

といった11々な形での社会体験などから、日本での留学生活が大変勉強になりました。例えば、去年の夏休

　　よこ¦ままんこl　　　こ4さいLiゐ●ょうかい　ｉｌｔｌＦＩｌｈｉｌ　ｌこね　　　　　　Lよ41S　　　　　Sこ　が（健いみに横浜融行とＩＥＳ国際支援協会でインターンシップを行いました。日本の職場を体験して、麹りの学生

生活ですべきことが明確になりました。社会人になってからできることを今から準備しておくことが大切だ

ということです。この経験を母国に持ち帰り、将来の就職活動の中に活かしたいと考えています。

　日本・・－學笙MはMM、鰻しかった・・すが、宦1しｔいたと思っnヽます。勉強とアjしバイト・官

の時間を大部分を占めていましたが、アルバイトは私を成長させてくれました。今まで、楽なアルバイトも

辛いバイトもいろいろ経験しました。仕事中に間違えて怒られ、泣いたりすることもありました。このよう

に留学生活は思った以上に麺しかったのですが、今は貴重な体験だと思っています。

　留学生活､ﾆ●れたほから、誦がある膳、-gレkを熹たり、讐iを１いたり、晶4uヽ鮎鐘を筰ったり1.t、

1ごし･rきました。また、日本・ｚとをさら､油りたくlr、螢輔、11、笑談、舗曼、冒W、i-』4･な

ど多くの場所へi行にも行きました。自分の国では、このように色４な所へは行くことはなかったのです

　　　　　　　　　おん璧んこ弓よ弓で･1‾て幽　り　　んかゐせん　にん替l･l t
が‥。そしｔ、温泉、紅葉、伝祓的な髪り、涙幹紬など人生鞘めｔたくさん・旅行体験をしました。

栞M､z誦ｕかった・す。旅行する望、日本は戈が狸む1屁笛糧が襲く、舶●、笞童といった契斑がある､ﾆも

かかわらず、自然に本当に恵まれていること、そして国民がよく頑張って豊かな生活を送っていることに

感心しました。

　　　　　　　　　墟L･「こ色　　　かな1わけんこ（自いlt･L●lelntsr　（　　　　　　　　　にIIんご曹ん僣L･かりこ4　留学生としての毎日の生活は神i）¦¦県国際研修センターで暮らしています。ＲＫＫ日本語先生や各国の留

学生や研修員、スカラシップの人たちとの交流を深めることができました。豊後に、４年間日本での生活で

お世話になった人たちに心から感謝いたします。ありがとうございました。（原文のまま）

　　　　　　　　　　　　会員募集中

ＲＫＫ活動に興味をお持ちの方は会報や行事案内などをご提供します。

入会申込書にはホームページ「入会案内」から入手できます。

詳しくは、HomePage（web site）匠XぐX（ﾄ圧回IIて?検索をお願いします。

　,〆ゝ
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両立がｽｹｼﾞｭｰﾙ的にさらに脇Lいだと賓えております｡だからこそ､今後｡短期決戦で勝つために+分

丑ﾖｮ云茫茫笞笠E芒五

岫竺ﾖ三弓居士惣言

:白光

:ごｕよ旨訟ご禁:ぼ

竺忌屈Ξ法統惣士

七

齢らた幌二霖ご％ごここｔにご

｢絶対内定を取る｣これだけを守ればいいと考えております(原文のまま)　典

　　　　　入正会　のみなさまへ：よろしくお　いしま　！

入会正会員：飯田有季子（藤沢市）、服部圖平（西区）、佐野千恵子（神奈川区）

　　　　　　小村俊二（戸塚区）、根本敬（港南区）　（敬称略）



　　　　　　　　1､1Z;哨iﾆjJi;。Eｮ本を錨う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　劃i碗(中国、横li国立大学ｏＧ)

　・ｏａ)讐樋、1けまｕｔおめ・とうございます、皆様､z)ご‘劃iとごi4を宕か

らおgり4lulげます。輦車もよａｕくお謳いいた1.ます。

　笙車・鬘、１２尊簡&ん。いたE1本を饉れｒシンガポーJﾚに鎚尨しまｕた。シンガポ

ールは日本のようにjlSIがよく、諮が鉦iで住みむ遠の血いiです。ただし、日本のよ

うな函秦がなく、2W4j夏という謎1s・す。また、E1本と誠なり、Wii、￥μ紫、

インド系等と多人種1､あり、その故、兪べ綸、文化、風習、言語なども多岐に漣ります。とにかく政醵・

clllrful　　　　　　　Lん僧い1･c　包a　　　　なか　さ1sきん　　　　　　Ｕ　　　自　　ほl

カラフルなシンガポールで新生活を楽しんでいる中で、最近、日本はだんだん遠くなった気がし始めました。

　　　　　　萱んEつ　l赳みをか　ｇｃｎｌｌｈｔtｐ://www..　　　L･　　こんやこ引ま4　　　　　　　U1

　しかし、先日、大晦日のコンサートに行き、途中、夫から「そう言えば、今夜紅白があるよね」という一

言から、なぜか日本が急に懐かしくなりました。日本に住んでいた時、ほぽ毎年紅白散合戦を見ていました。

そ1.t、¥i1そぱも羞べｔ、２３函il､ﾆなると、謎く・砧駐へiかけ、i&）縫を●きながら裟尊をlえ

ていました。ところで、日本で過ごした１２回のお正月の中で一番忘れがたいのは、日本での最Mのお正

月に、バイト先のおぱちやんに家に招かれ、初めておせち料理をいただいたことです。おせち料理の豪華さ

にｉいたと同時に、日本人の優しさ、おもてなしに感動Ｌました。その後の１２年間もたくさんの日本人の

芳に娃切に接して、応援したり勣けたりしていただきました。もちろんＲＫＫの皆さんはその中の一つです。

ljん11くj･L9　1Z

11

んごｓｐ・・ＩＭたL91い　んき　　　　　　　　　　　　　　曾Ls11り　ため　鮑も　で

見学会や日本語スピーチ大会にi加させていただいたりしたことは、日本生活の楽しい思い出になりました。

　　　ねたLUild　　　　　にIIんごLi‘1　1　　　　　1ょうlzり　　ｈｌ罰●ｌｔｌｌ　ｓｌ●ｌｔ

また、私一人だけでなく、日本語指導を受けて日本語が上達したホームス予イやイベントに参加して日本の

文化を体験し、より有意義な留学生活になったなど、他の留学生からの便りの中で綴った感謝の言葉のよう

に多くの留学生たちがＲＫＫの始皇を受けており、日本という

鮪Jい節雀を拓つよう､ﾆなった・が単ﾆか･す]届を禧鉦ｕ

ていくのが簡単ではないと思いますが、このような素晴らしい

ＲＫＫにはいつまでも存緩していただきたいという気持ちです。

そして、日本から謐く貼れたシンガポールで生活している私も

日本を苔れず、日本語を忘れず、日本。留学生活、自分。如っ

ている日本を麺りの戈に騒えていけぱと11います。（原文のまま）（コンサートの模様－マリナーベイ）

　　　　　　　日本留学の思い出

　　　　　　ｗ袋(中国、櫓浜国立大学ＯＧ、現、一笑皐盲Ｗ擢)

　(i眩、矣｡)iaし｣。ｓ本iヽら中国､j4っｔきｔ、あと３な‘j･e学業随になりま

す。この十年間に富はyy･瑞やy恥以･｡も励輝岩とし７藩狸したzﾆとがあり

ますが、日本の錨雀は私・宕・輦､z鐘く&4き、蕩､zs本､z麺る讐を魚ｔいま1.た。

奪。樋鷲なｗ、鬘。盲・ｗi、験・如)ような鉦鎚11ぴjk)1ん。いる讐髪はい

ずれlﾆ私・心lzM｡1まれｔいます。1¥血鮨逼、鑓遍及び４なと４らい等、、ｕ、

Ｋの皆禄に連れて行った美しい処は、写真を見なくても常に私の目の前に思い浮かべています。日本の清潔

なお寺に見学の時、又は綺麗な和服を着ている可愛い女の子を見る限り、日本文化に対する感心（関心）が

より深＜なっていました。礼儀正しさと日本社会の特有な秩序守り等の痘さ、私たちにとって学ぶべきなこ

とはいっぱいあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-５－



　そして、何よりも大切なのは、日本留学の間、多くの日本人と出嘉い、日本の文化や習慣などを理解でき

るようになり、たくさんの日本人の友達もできたことです。特に幸運なことに、私はＲＫＫの娃切な方４に

出嘉い、いろいろ教えていただき、肋けていただきました。いつまでも忘れないのは、私が博士論文提出の

Ｌ　嗇　‘　　lzち弔く＆５　と　　ー迦た智ん甘いDゐ¦ん　罰ｌｉｌ　　　と　　りi　　　　　　　a＆・　L●弓廿L･縮め切りに1われ、日夜苦闘のMに、大田先生は頻雖なメールのやり取りを通じて、私の論文を何遍も修正

しｔいただき、提出に『k嘉うよう私と２紬に竃｀っ-cくださいました。鮎紬窪1辿‘雰・鎖Mにもかかわら

ず、私に日本語を教え、生活の面でも大変お世話になりました。有泉さんご夫婦は私を自家に絹き、綺麗な

和服を着せていただき、日本の伝M文化も紹介してくださいました。日本での留学生活は大変でしたが、先

生芳や友達・お謐・、私はいろいろなi鮪、鰻Ｌさなどを粂りｉえ、蜜せな慧い函がいっぱい麺りました。

Vd、Z。逼を4り1:、もうごi、・Oa､)lll1らＵい讐鑓､ﾆ鰻く鎚鯖をｉＵＩげます。

　日本で博士号を取得した後、私は中国の山東大学に戻り、続けて教えることになりました。できる限り、

私は日本人の留学生達に面倒を見てきました。現在山東大学と樋浜国立大学の全面的な交流と協力私定

の締結に努め、日中友好の架け綸になる夢を実現するために一生懸命頑張っています。(原文のまま)

　【張さんと私】　　大田孝生(顧問)

　　　　　　　�alahln　　　　　　　　　どl　もくて轡かSによ　　　　　に・んごi‘1　●11ん　ねんi･ん　張さんとのマッチンタは２ｏｏ３年４月で、編導の目的は彼女の博士論文の日本語li導。期間は３年間で

博士号取得を目1す目的のマッチングであった。３月と９月の締切日が近づくたぴに毎晩深夜までメールの

交換が続いた。結果は３年後、めでたく博士号取得実現。論文は印刷され、頂いたものを見ると謝意の禰に

５人並んでいて、私以外は経済学関係の教授だった。私の欄には"この方は同じ戦場で共に戦った戦友で

す"とあり、ピックIλ女性から戦友と言われたのはこれが始めて。

　ｕかｕ、羞酸・M鑓､ﾆはあまり鮪lなく、張さんが私､ﾆ題を為たせるため､遠1んだ在1ﾄけ・あっ･c、張

さんの好意というほかはありません。

jl‘i]
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羊獅1､ﾆある「鼠逼回崩面前」の散策と「栢貧雍禅家4」の筧學をしました。「浜

離宮恩賜庭園」は、丘刮絨岫ぼが掻る副荊学齢）涙齢･逼采を宵き誦・魚肩¦き

､ﾆより遥｡盲をｶヽえる「誦λり。淫」や鮭花･徳川将軍がｶぞWを薬uんだ「妬遍」

を菊い:いる婬哭肩越谷ｶヽな哭庭園でuだ。「ls新橋停車場」は、齢鈴ぢ脊花に東

京の這粍砧私感菌・岫転回ﾐ簒初の岫岫擢とし肩紐された新橋～竺鉛如）鉛蝕総、額面iは這松

しないが、j誦と筒U4廂二当時。営箕や賓絲をもと､ﾆﾌﾞSI呉恥ニムや誠心僅謐､淮窺されｎヽましすこ。

　蜃fは石盲箪､ﾆ新橋駅で貧盲ｕ、まずは凱ヽ-c「浜離宮恩賜庭園」へ行きまｕだ。お沿ﾚ鴛まれ盲

ｶヽい白金ｕを急び7:、紬にた督さんはすっｶヽりfrち面け箱やｶヽな無菌曼拓之言が砧まりまｕた。秘雀､語

りながら尼哭で自然豊ｶヽな「浜離宮恩賜庭園」（7）荻泉谷の釜飯を白にした剛容が浹われたように蜃鮎しま

した。また、謐い江戸時代ｶヽら庭園・あり芳や水入れが行き屈い樋吊されｔいる屯の拓¥這」や1侈た

る盲・「生首箪･杞」などから「霞収（7這鏡妬陥祖雀や座金などへ･§拐を翼謎ｕ、「潮入・池」や



　「鴨場」の在幽ａを紬iしtrl以・ゐ1・聾ｶヽさも､とくさalじましむ。庭園ぶ屈､Ｊりあたり。i盛を

舗めたとき、融罹する東京の星眼惣とz｡）E1本庭園。鉛4は、まる・鮎iと現在・i1片白ｙ陥謳¥を

慧わt!-r、とｔも細趨いも・となりまuた。鬘勁）努力。麺き１げた1＆）齢麗を鮒収は哭笏､ﾆｕない

といけないだろうと恩います。

　､ｕｏａ､）金員・9昏と鑓u嘉ったり」ａ¥貨を幽ったり、麗1.く「浜離宮恩賜庭園」を散策することが

・きまｕた。そ・i、ﾏl備に¥4Wiuたぱヵヽりの「ls新橋停車場」のii鮑iiμiへ胎屁まuた。

1一な石ﾚ･i4こjｼﾞ�ンを蓮っt、I白I;41髪結のii・齢j1や鉄道がもたらUた星秘iiへ・磁釧などを華ぷ

ｚとが・きました。また、毬や盲が正確に再現された駅舎やあi　l.｡_。i.‾1‾i　‾‾　l･　�i

　　　　　　　　ｔｌｌｌｌｌｉｌ　　　　きもに明治時代にタイムスリップしたような気持ちになりました。

旅行、本、映画この三つは私にとってより早く日本や世界を知

る方法です。ＲＫＫ会員の方４のおかげで、有意義でとても楽

しい日帰り見学ができて本当に心から感謝しております。

(原文のまま)

　【・､(､(紐i・j=-丿晦Ｇ・馳谷)
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　ＵＬだ到1も輦い討笑､逢まれ、留学生13欠、ｎ本人分恥ご谷２２人、谷肝35人・貧茄を蜜き、

頑強を策濯の宕沁鉾にa自まれた浜離害悪賜庭園の紅葉を楽しむことがｰ･きました。ぬ1の参加者にも簡わら

ず、参加者皆さんのご冒‰ﾆよりJ4もなく4単に簡抜ｔきました。謐i糾し圭げます。（沿i兪）

祭りだ　祭りだＲＫＫ文化祭開催

　　　　　　　　　　iia（らysl･μ宦i拓μﾀﾞ）

　今日は文化の日でも祭りをやってるってよ、みんな

で台って鰻ぼうよ、荷かいっぱいあるなー、妬ヽら血

ようっと！　わ一似顔絵だ、美人に描いてよ、お姉さ

ん、それは無理っていうもんだ、ありのままにだよ。

　次はなんだ、日本の昔からの遊びだってさー、おは

1___＿_-._T_一一　一一皿･.一一
ﾔ惣jぎで

　≒177町liﾌ̃ﾆ､こ;､ｌ‘
　ｌ　●_　　．___　_．

じき、きり鎧、福笑い、まだまだあるよ、けん望、ヨーヨー、．７１し、羅鮭貼、昔の遊ぴっていっぱいあ

るなー、こっちには墟¥、ii、昶箱もあるよ、なんだｶヽi｀uそうだな、・もおもｕろそう、紬1盲・お

母さんのお茶もおいしかったなー、でもちょっと苦かったよ、まさに日本だね．

　　　　ｌｌｆｎｓｒ　　‾　　　ふで　　　　　○き　　　　　　こん’　　　　　　ち●弓ご4L●お咆え　次のコーナーはお1かきだ、筆を4ったのは久しぷりだなー、今逼はなんだ？　お一中国小姐がゆかたの

14けをやってるよ、ゆかたもlnternationalになったもんだ、

　回りの壁随には写真や絵画が一杯だ、うまいもんだね、今年初めてやったんだって、お返しってわけでも

ないが、僕たちもおらの国の紹介だ、今年はRwanda、Bangladeshだ、エーイ　どうだみんな知ってい

たか？　　留学生、日本人合わせて６０人余りも参加したんだって、大盛況だね、来年も楽しみだなー



日本でのお正月

1j●うe､」.-･」ち咄弓ご４　ＦＩｒｒｉ・しょがくいんかt･か4

剌　輸（中国、フェリス女学院大学）

　わたL　　　　　　　　　　　　　　4一り　　　　　　がLIこく　私にとって、２０１５年のお正月は、柘別だったです。r外国でお

iE月を1ごす」、「おせちi4鐘を1べる」、「lhヽら鮭¥をiiる」、い

　　　　ｌｌ　　たL･liんくつ「箱め」を体験できました。

　　　　　　　　　●たせん菅いむすぬ　　　　　　　　　　こ9こ’健い　　かわ　１月４日にお田先生と娘さん、留学生４人と日本の高枝生１人、河

R先生・お篭･4まりま１た。剱が錘い・ｕたが、先生・お宅・紬i1

が暖かったです。私たちは先生のお宅に着いた時、ちょうど先生たちと娘さんがおせち料理を準舗して

いました。写真を見ったことがありますけど、現実のカラフルな精巧なおせち料理を見って、まだぴっくり

しました。また、私達の留学生は、一繕に水髪子を作りました。波子は中国・伝祓的な食べ4iiとしｔ、「豊

かになる毒せで円満な」の意味があります。波子の皮と肉鉛は4部手作り、綻年の美Ｌいお願いを波子の中

に包み込みました。

　食事の準備が維わってから、美味しいおせち料理を食べながら、先生から料理の寓意を伺って、面白い知

識を身につけました。黒豆（昔はまめに働く愚民の肌が黒くなり、健康的に）、栗（賢金Ｓ・よく蓄財に

つながる）、ぷり〔出世蓋のぷりで立身出世を願う〕、息差（腰がEIがるまで長生きできるように）、れん

こん（哭があいていることから、瑞雀の血望りがきくように）など、それぞれの飢ヽ寓意を笛みていて、Ｓ

いa4んきょｌ　　　　　　　　　　　　　　ｉｌｌ
ｇｒｓｌｌ　ｇａｋ自　4fga

色勉強になりました。おせち料理ではなく、アイスクリーム、ケーキや果緬などもいただきまして、皆さん

　　　　　　　　　　　　a巳1ろをa　じかゐ　す　　　　　　　　　　　　�ＩＩｌｃｓｈａ冒　ｌｌ ｌ
ｓ

といろいろ話ができて、非常に楽しい時間を過ごしました。そして、河村先生もマジックショーとゲームを

用意してくださって、言葉にできないぐらい楽Ｌかったです。本当に完璧なお正月だと思います。

ＲＫＫの河村先生と杉田先生のおかげて、美しい慧いiになりました。いつもお蚤愈になり、私にとって、

先生たちは家族みたいな存在です。

(留学生による鮫子作り)

　去年の４月、桜満開の時、私は交換留学生として日本に着きました。周りの

皆様は哭釜お世話lzなりまＬたj一な宕、本当､zありがとうございます。２

月１５日に、中国に麺ります。私と日本・鎚は轟わり・はなく、鮨まりだと思

います。これからも先生たちのような中国と日本、より血い鎚菰を作るという思

いを裕ちながら頑張っていきたいと思います。

　(原文のまま) ・
紬

　　　　　　　　　わたL　にllんぶんかけいけん　　　　　　　　　私の日本文化経験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sl6w･1ls　F・rrisにil･くいんfSいがく
　　　　　　　　　　　　　　Thomas Kloska〔スロバキア、フェリス女学院大学〕

　外国人の若者は日本文化の績４な分野から日本語の勉強に入りますが、わたしは

iiや栞1など・ような一一な襲咆ヽら入りまｕた。E1本14る箭に哭學・日本の

文化や番憤などについて色４勉強していたので、来日してからそんなに驚いたこと

はなかったですが、今まで勉強Ｌたことを実際に体験するのは大変貴重な経験だと思

います。それから、日本に来てからまだ４ヶ月しか経ていないので、まだいろいろな

ことが分らなくｔ、これからも日本文化・鑓腎なI貧幽1を体験したいと思います。



　また、私の日本での生活は大学での勉強だけではありません。先ほど書いたように書道や水墨画に関心を

持っているので、いろいろな方法で書道が楽しめる機会を鋪してしヽます。暇な時は書i服に行ったり、実際

・書道・鴇－したりするようにＬｔいます。i･･は書道に廠れる与｀4ｼﾞ叉があまりありませんが、麺罵には

　　　l!､6　　　　　畠こな　　　　　　かず畠ｉ　ｌｌｓｌｌｒｓｔｌ●ｎ　ｌ　　　ｌｌんa ilUん　ａいつも新しい書道服が行われているので、数多くのインスピレーションを受けたり、本編の作品を観ること

ができます。

　最後に言いたいことは、日本語の勉強のおかげで、日本の文化や習慣について色々なことが理解できるこ

とだけではなくて、その上で、日本人といろいろな国の友達もたくさんできました。（原文のまま）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　難しいけど、楽しい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(私の日本語指導)

　私は現在、北京から来た干泳さんという女性のチューターをしています。

彼女は御主人の日本駐在に伴い、平成２５年の２月に日本にやってきました。

当初、マッチングの際に、彼女が未だあまり日本語が出来ないという話を聞

いて、私は日本語を教えるのは初めてだった事もあり不安を感じていました。

しかし、始めてみると、彼女は既に基礎的な会話や読み書きは出来るレベル

で、何より日本語の習得にとても意欲的でしたので、私の杞憂に終わりまし

た。彼女は今ではＮＩ級の試験にチャレンジ゛する位に上達しています。指導

東地区　鈴木隆

方法は学校の授業や問題集などで十分理解出来ないところを説明したり、彼女が作成した色々な構文の作文

例を添削するといった方法です。時にはこちらが日本語のニュアンスをうまく伝えられずに苦労する場面も

多々あり、日本語を教える難しさを再認識させられます。上達するにつれて最近ではフリーの会話の割合が

増えてきました。週末の出来事、転居時のトラブル、医療や大学受験や孫育てなどの日本と中国の文化や制

度の違いといった話題にも拡がり、こちらも楽しく会話が出来て私の頭の活性化にも役立っています。

　彼女は日本の文化にもとても興味を持ち積極的に旅行に出掛けたり、生け花やフラワーアレンジメントと

いった習い事にもチャレンジしています。将来は資格を取ってお花に関する仕事や日本語を使った仕事をす

る事を目標にして毎日頑張っている様です。日本に来だのは彼女の意志ではなかったでしょうが、それを機

会と捉えて努力している彼女を応援したいと思っています。そのうち中国に戻る事になるでしょうが、戻っ

てから日本での経験を仕事に生かし、日本での生活が楽しかったと思い出せる手助けが出来れば嬉しいです

　　　　　　日本語教え方講習会での落ちこぼれ体験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央地区服部周平

　ＲＫＫの日本語の教え方講習会に参加した契機は、数年前のドイツでの体験です。

その夏、ビュルツプルクの高校で日本語講師をしている友人を訪ね、彼の授業を見学する

機会があり、私も俄か助手として授業に参加。大人びたドイツの高校生たちが青い目を輝

かせながら日本語を学ぶ様子を見て「教えることの楽しさ」に目覚め、日本語教育なら自

分にも出来るかも、と胸を膨らませました。

　こんな経緯で意気昂然と河島ゆりか先生の日本語教え方教室に通い始めました。先生の

優しい語り口もあり、最初は「日本語教育なんて簡単」と高を括っていましたが、回を重ねる毎に日本語文

法の手ごわさや日本語の奥深さを思い知り、最初の自信は何処へやら。動詞の活用で頭が混乱Ｌたまま、講

座は終了。もし、鎮座終了後にテストが行われていたら、きっと教室から逃げ出Ｌたに違いありません。

　長く日本人を鐘けてきたのに、日本語を客観的に理解Ｌていない自分に呆然とする一方、豊富な倒を示し

て理路整然と説明される河島先生に対して尊敬の念を輦じえませんでした。最終回の講座が終了して、すっ

かりへこんでいた時、深水理事長から修了証書を手渡され、嬉しいやら情けないやら‥･…。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-９－



　現在はＮＩの留学生のチューターを任され、日本語教育の苦労は皆無ですが、将来初縁者を任される時は、

頭の舗を削り落としてから再度先生にお世話になるつもりです。落ちこぼれ対策もよろしくお願いします！

神奈川県国際研修センターとＲＫＫ活動

　神奈川県は、国際貢献事業の一環として１９７２年より毎

年アジア、中南米、アフリカから技術研修の為の研修員の受

け入れを行ってきました。爾来、４２年で約５０か国６００

人近くの招聘となっています。その受け入れの施設としての

国際研修センターが２８年前、旭区に設立され、研修員に加

え留学生の在住にも施設を供しています。ピーク時には２

北地区岩永教昭
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８人を数えた研修員も次第に減少しこの数年はＩＯ人にも満たず５０人を収容可能な施設の利用は�学生が

ほとんどとなっています。

　ＲＫＫとしては、２００４年から在住の留学生と研修員への日本語サポートを開始し、毎年５－１０人の

皆さんと交流を続けています。特に研修員は、それぞれの国ですでに専門分野でのキャリアーがあり、フか

月の研修期間で、さらに技術を向上させたいとの意欲があり、そのために日本語を学ぴたいとの気持ちも強

いものでした。ＲＫＫとしては、北地区では他の地区の会員の協力も得て、指導を希望するすべての研修員

と留学生の対応をしてきています。ＲＫＫのスピーチ大会では、多くの研修員、留学生が印象に残る発表を

してくれました。また、研修センターによる在住者とボランティア団体、地域住民との各種交流事業にも、

ＲＫＫ会員が多く参加Ｌ交流をＬてきました。北地区のＲＫＫ活動の拠点でもあるこの施設は、県の方針に

より来年３月閉館となることは誠に残念ですが、北地区としては最後まで研修員と留学生の出来るだけのサ

ポートをしていきたいと思っています。

〔
川
ふ

第５回“とつかお結び広場”に参加しました
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　西地区荒井藤樹

　平成２６年１２月７日（日）、戸塚を中心にした市民活動、

生涯学習活動およびボランティア活動を紹介するイベントー

第５回とつかお結び広場一が戸塚区総合庁舎の市民広場と

駅西口前デッキを会場に開催されました。１ ３２の団体、個

人の趣向を凝らしたパネル展示や活動状況報告、実演･実技

のパフォーマンスなど会場は終始、笑顔の賑わいを見せまし

も手伝い、関係者を含め老若男女、延べ約４、０００人の入場があったとのことでした。Ｒ

ＫＫ西地区も昨年に岐き、主催者からの要談もあり、魚油、６人で実行委員を編成Ｌ、昨年使用したパネル

　（再利用）の屋示、活動内容を記したパンフレットや写真、チラシ等（入会申込書を含む）を準備して、Ｒ

ＫＫのＰＲと新会員の勧誘にと差し入れのみかんを姻張りつつ、近隣のグループ（国際交流グループ）と親

睦を図りながら、ブース近くで勧しんでおりまＬた。すると、昼前頃から会場は温み始め、深水理事長はじ

め、地区会員がぽつぽつと夫婦仲良く、また、お孫さんを同行され、三身五４来場され、関係者は大いに励

まされ、嬉しく思いました。次回は是非、ＲＫＫのロゴマークを冠した小道具と留学生２－３人を会場に

同行していただけれぱと思いました。皆様にはご協力をありがとうございました。

●i1｀一一?9會－=4s會乙.j･’ 4i
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留学生会館でウインターパーティに参加

　留学生会館（横浜国大／弘明寺）で、１２月１！

ウインターパーティーに、漏水理事長、南地区のi

し、多くの留学生と交流し、ＲＫＫのアピールもＬ

留学生会館の多くの留学生がパーティーに参加Ｌ、

い会場の談話室は留学生で溢れるあり様で、非常¦

杯挨拶は、気の早い“メリークリスマス’Iでした

南地区　布津甚大

　１１月に日本語スピーチ大会でスピーチをしてくれたヌエンタックヒューさん（ベトナム）、ルプサンダ

ンダルプレプツエングルさん（モンゴル）に会うことができ、スピーチ大会等の思い出話やベトナム留学生

　〔化学専攻〕、ドイツの交換留学生等とも楽しい歓談ができました。西欧諸国からの留学生（短期の交換留

学生）も思いの外、多く居住しているようです。来賓は、私共ＲＫＫの他に、横浜南ロータリークラプ等が

参加していました。

方必友彦岩沢7/が//からJ/y/まてリ
一 一 一 一

ｉ陣歿

i　◇12ﾉ23サポートセンターR304にて、第３回定例理事会が開かれ、2014年度前半の活動状況および、

ｌ　　中、長期的な謨題につぃて協議された。

ﾘTjT巧TF∃FTIT河

◇12/23午後、サポートセンターR304にて26人のスタッフの参加のもと、2014年度箆３回スタッフミ　ｌ

　－ティングが行われ、恒例の活動グループ、地区交流会、委員会それぞれからc&c（報告・追給そし　ｌ

　て相談）を実施した。またディスカッションタイムは、「新年に向けて」をテーマに皆さんから希望沼

　抱負、ご意見を伺いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

湾i匹ﾆｦ
ｌ　◇日本語指導６：日本語の教え方講習会全５回は48人が受講し終了。11/23スピーチ大会は約70人が

ｌ　参加。

ｌ　◇フフミリー交流G: 11/23午後の文化祭は約5o人が文化交流を楽しむ。

ｌ　◇中国語学習G:11月から新たな期に入り、12人のメンバーが受講．

ｌ　◇社会一工場見学G:11/29秋の散策〔浜離宮〕は35人が参加、12/24崎陽軒工場見学には26人が参加。

嘔薮薪

ｌ　◇東地区:12/4に地区交流会実施。次回は3/15を予定．

ｌ　◇西地区:lo/29に年４回の交流会を実施。12/9に戸塚区主催のお結び広場に参加。次回は2/1.

1　◇南地区:12/14に地区交流会実施。lo/29に横国大留学生会館のウインターバー子ィに参加。

ｌ　◇北地区:11/7に中華レストランで地区交流会を実施。11/8国際碩修センター｢センターデイ｣に参加。

ｌ　◇中央地区：検国大姉沢寮ヽ羽沢寮でPRチラシ配布。地区交流会は2/28KANFAN Stationで実施予定。

ｌ　◇湘南地区:11/22藤沢青少年会館にて交流会を実施。

順順

ｌ　◇会員委員会:11/237ッチング検討会を実施。

ｌ　◇広報委員会:RKKニュース58号の編集。ホームページは適時更新。

ｌ　◇企画委員会:lo/3oに委員会を●き、ミッションの確認と今後の方向を討議。　　　　‘1･･

◇会計委員会：収支決算・事業計画予算作成。

ｉ　◇事務室：理事会・スタッフミーティング開催準備、会員委員会サポート活動
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　　　　　　　　　　　　　　ご寄附の御礼

このたび下記の皆様からＲＫＫにご寄付をいただきました。

心より感謝申し上げますと共に、留学生支援活動に有効に活用させていただきます。

　　　・大田久子様、　　・松井厚様、　　・遠藤厦喜子様

　　　　　　　　　　　横浜夢ファンドのご案内

横浜市には、ボランティア団体の活動支援を目的にしだよこはま夢ファンド”の

制度があることをご存知でしょうか。本ファンドヘの寄附を通じて、ＲＫＫの活動

を支援していただけます。ご協力の　どをお願い申し上げます。ごでご皿盲ｼごて昌m

　　留学生の皆さんへ／Ｆｏｒ ｌｎｔｅｒｎａｔｉ。ｎａｌＳｔｕｄｅｎｔｓ

　　　ボランティアの日本語個人指導を受けてみませんか！

　Llt’sJoln onl-to-onsJapanlselangualltlachlnSproSrambVvolunt11「s.

血日常会話（Daily Conversalion）・ビジネス会話くBusiness Convcrsation〕

血卒論、レポートの文書指導（Writing Japanese Theses ＆Reports）

・新聞／書籍等の読解（Reading Newspaper ＆Books）

・日本語能力試験（Japanese Language Proficiency Test）

血就職活動支援（Job Hunting ・ EntTy sheets/lnlerviews）

　　　工場/研究所見学、各種文化交流イベントも楽しみましょう。

EnjoVwlsltlngplants/laboratorllsandpartldpatlnS ln りarlous culturalexchanSls.

連絡先{Contact3:津田(Tsudal e-mail sakura_tsudakeii bh.nejp

Home Page : h･tp:M!omepage3.nifty.co�rkk/｢班ぐ瓦ｺ母司iで検索

回顧

　日本に留学中、会員の皆さんがサポートした元留学生からの便りがありました。

留学生Ｏ日･ＯＧの卒業後の活躍は気になるもので、今後共、元留学生の便りをできる限り、ＲＫＫニュース

でお届けしたいと思っております。また、文化祭をきっかけに会員の方４と留学生との文化交流の寄稿もあ

りました。このような文化活動を通じて留学生との交流がさらに広まることが期待されます。

　会員の皆椙には、留学生一元留学生のＲＫＫニュースヘの寄稿にご支援を頂くようにお麗いいたします。

　　　　　　　　　ＮＰＯ法人智学生と語り合う会

Friendship Association for lnternational Students and Japanese VOlunteers

　　　　RKK連絡先:〒245-0008横浜市泉区弥生台9-1-12-407萩原　敏

　　　　　　ｅメール:rkk1025omceaYahoo.co.ip、Tel＆Fax: 045-813-8327

　　　　　　ホームページ:http:MI｡mepage3.niny.eom/rkkﾉ

　　ＲＫＫ＝ュース編集：ＲＫＫ広報委員会　新年号担当深水智明　Jan.30､2015
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